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「心理学研究法総論」をどう教えるか(1)









































































































6 科目 12 単位分が開講されている。さらに 3 年
次には，春・秋学期に「心理検査法Ⅰ・Ⅱ」（検














































































































2 つの等質な群それぞれに異なる操作 A と操作 B




たか（ないしは加えた操作 A と B の違い）だけ
で，それ以外は両群等質でなければならない。そ




































































期待できない。はたして，総数 40 人を 20 人ずつ
の 2 群に分けることは大数の法則に適う状況と言
えるのだろうか。そう考えると，心理学実験でよ






















時間をあらかじめ測定し，1 位から 20 位までの
順位づけを行っておく。そして，1 位の人を A
群，2 位の人を B 群に振り分け，続けて 3 位を B
群，4 位を A 群という要領で，10 人ずつの 2 群
を作る。そうすれば，単純反応時間の成績に関す
る限り，両群の平均値に大差のない 2 群ができ




































準」が，2 つから 3 つ以上へと拡張した。たとえ
ば，「内向群」「中間群」「外向群」の 3 水準設定







































































しよう。たとえば，6 水準の処理（A から F）を





とえば，A は 6 行のそれぞれに 1 度ずつ，かつ 6
列のそれぞれにも 1 度ずつ配置されている。次の
配置は，この条件を満たしている。
　　A  B  C  D  E  F 
　　B  C  D  E  F  A
　　C  D  E  F  A  B
　　D  E  F  A  B  C
　　E  F  A  B  C  D
　　F  A  B  C  D  E 
これは，A から F までのアルファベットを，行
が進むごとに 1 つずつずらせたものである。確か










































































































































































































































つの錘を A，B，C としよう。ある参加者が A ＜
B，B ＜ C と感じたからといって，必ずしも A
＜ C と感じるとは限らない。両者を直接比べた










えば 7 つある評価対象を 2 つずつ総当たりで判断
させ，それらの結果を総合して 7 つ全体の順序と
距離を心理尺度上に位置づけようとするのが一対
























































































































































ない。R や Python などを用いた場合には，どの
ライブラリやパッケージを用いたのか，その中身
の保証などを使用者が担保しなければならない。
心理学の統計解析では SPSS や Excel を使用する
ことが多いが，SAS がこれらよりも優れている
点として，データの加工を柔軟にできること，大
規模なデータ（例えば 1 ファイル数 GB）でも高
速に動作すること，そして作業がすべてプログラ





























































































































































































































































































































































































































































































































調 査 で は，2016 年 の SNS 利 用 者 は 全 体 の
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